
2024 年度 短期海外研修Ⅱ(中国)の開催報告 
経済学部 

2024 年 9 月 1 日から 11 日までの 10 日間、中国広州市・広東外語外貿大学会計学院で
「短期海外研修Ⅱ」を開催しました。本学の協定校である広東外語外貿大学は、広東省政府
に属する地方重点大学で、教育の国際化を特に重視する教育研究型大学です。 

 
研修には経済学部生 7名（3年：2 名、2 年：3名、1年：2 名）が参加しました。 
初日は、広東外語外貿大学の大学城キャンパスで研修が始まり、初日にOrientation と「異

文化交流」の授業を受け、異文化交流の意義について考え、偏見を除くことが一番大切なこ
とを学びました。 
２日目の午前は「外来語に関する」授業で、身近な外来語の語源と意義について学び、午

後に生活の上で必要不可欠な中国語を学ぶ「Survival Chinese and Chinese Culture」の授業
を受講しました。 
３日目に広汽本田汽車有限公司で企業研修を行いました。最新のロボットを導入して高

い効率性を維持し、品質管理に強みを持っていること、あらゆる生産過程での自動化を見学
しました。 

4 日目と 5 日目には Academic Lectureとして、「Corporate governance」、「Thesis Writing 
for Business Management and Accounting Students」、「Chinese Accounting Standards vs. 
International Standards」、「Corporate ESG」の授業を英語で受講しました。企業ガバナンス、
論文の書き方とトピック、経営理論、持続可能な開発理念を導入している企業経営などに関
する基本から応用まであらゆる分野の知識を学びました。日本とは授業スタイルが異なる
ため、授業では発言が求められることが多くありました。コミュニケーションのツールとし
ての英語の重要性、また専門知識の必要性を痛感した体験となりました。 
この研修では授業の受講だけでなく、様々な体験をすることができました。まず「大学城」

について、６つの有名大学が集まっている人工島のこと、銀行、スーパーマーケット、ファ
ーストフード店、本屋、レストラン、喫茶店などほとんどのものが揃っていることに驚かさ
れました。敷地内に校舎や図書館、体育館や競技場のみならず、学生寮、教師寮等が建てら
れています。そして、歴史文化の見学について、広州タワー、カトリック広州地区で最も特
色のある石室聖心大聖堂、イギリスとフランスの居留地として作り上げた沙面島の見学、中
心市街地北京路の訪問など盛りだくさんの内容でした。 
最終日に大学の調理室で餃子を作る体験をしました。餃子の皮の生地を伸ばし、餡を包ん

で形を作る体験など、中国の伝統文化を体験することができました。 
研修期間中、広東外語外貿大学会計学院の学生たちのサポートがあり、充実した研修とな

りました。サポートしてくれた学生の中には、日本語を勉強している学生や、日本に留学予
定の学生もおり、情報交換などを通して、お互いに仲を深めることができました。 
広東外語外貿大学で授業を受けたことや、中国での生活の中で異文化を肌で感じたこと、



中国経済や企業の成長を実感したことは、非常に有意義なものでした。これからも、本学部
と広東外語外貿大学は、留学生の派遣や短期研修の実施を通して、連携をとりながら、さら
に強固なつながりを構築します。参加した学生たちは、この経験を今後の学生生活に十分に
役立て成長していくことが期待できます。今回の研修では、広東外語外貿大学の担当職員、
教員、学生の皆さんなど、多くの方にお世話になり、有意義なものとなりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
広東外語外貿大学ホームページにも紹介されました。 
https://mp.weixin.qq.com/s/fISijZ_xb3DZyVLndZ5elw  

【学生の感想】 
今回は広東外語外貿大学の先生、学生にお世話になりました。私が特に印象に残ってい
るのは超キャッシュレス社会です。AliPay や WeChat Pay が大学の食堂、自動販売機、
レンタル自転車、コンビニなど、どこでも利用可能であり現金を使わずに支払いができ
ることは便利でした。中国でのオンライン決済の浸透度を強く感じました。自転車での
移動から買い物まで生活の全てが携帯一つで可能であることから、中国での携帯電話の
重要性を感じました。また、大学内へ入るには必ず顔認証をする必要があり、部外者は大
学内に入ることができないというのは中国ならではのセキュリティ意識を感じました。
そして、海外の学生のレベルの高さや異文化に触れることによって、「百聞は一見に如か
ず」や「自分の目で見て身をもって感じる」ということです。国の違いに関わらず、互い
に理解しようとする姿勢が大事であることを学ぶことができました。お互いに歩み寄り、
理解しようとすることがいかに大切か、身を持って体感できました。このことを、短期海
外研修で学ぶことができて大変喜ばしく感じました。 

広東外語外貿大学での終了証授与式 広州の広汽本田汽車有限公司見学 

https://mp.weixin.qq.com/s/fISijZ_xb3DZyVLndZ5elw


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

石室聖心大聖堂 

キャンパス内の図書館 餃子づくり体験 

沙面島 広州タワー  

中心市街地北京路 


